
え気とタイムリーな情報を提供する

驀R'憔靴tttLじむもまま:liかた。僕らはそれに抵抗できな
い」 (ダイヤモンド社)よ り。
「自分の商品にハイになるな」―ジョブスと売人に共通する教え。

2010年 1月 、アップルのイベントステージでIPad端末をスティーブ・
ジョブスは、このデバイスはラップ トップよりもスマー トフォンよりもは
るかに優れたたもの、感動の体験、最適な使い心地と語つていた。

しかし、ジョブスは自分の子供らにはiPadを使わせていなかった。子供
が家で触れるデジタルデバイスは制限をしていた。テクノロジーの危険性
を知つている。自分の商品にハイになるな。薬物売人の鉄則を守る。

危険性⇒依存性。この本では、フェイスブックの「いいねJもインスタ
グラムも依存性ビジネスであるといっている。テクノロジー自体は道徳的
に善でも悪でもない。問題は、テクノロジーを生み出す企業が、大衆に積
極的に消費させることを意図的に狙つて開発し、運営していることだ。

恐るべし。私はスマホを持っているが、距離を置いている。油断すると
時間泥棒になる。便利だが、馬鹿になる。

生存者利益

9月 29日 (日 )付、日経新聞に「鋼材・紙 在庫だぶつく。外需・内需に停滞
リスク」という記事。

鋼材やダンボールなど産業用資材の在庫が国内で過剰になっている。米
中両国の貿易戦争などで中国の景気が減速し、輸出向けを中心に需要が

細る。「産業機械向けの受注は減ったまま」。千葉県浦安市の鋼材問屋の経
営者はばやく。産業活動の傾向を示す資材が鋼材。自動車や機械、家電な
ど用度が広い。米中摩擦の長期化で、中国向け輸出も多い工作機械などの

需要が落ちている。

社長塾に参加されている鋼材専門運送会社の後継者は、「浦安鉄鋼団地
は暇です。トラックが動いていない。今まで鋼材問屋間の運送が主流でした
が、今は少なくなり、(建築)現場への搬入が8割占めるようになりました。主に
港区、渋谷区、江東区」と。

浦安鉄鋼団地内で加工業を営んでいる社長は、「米中の貿易摩擦の影響
で、製造業が設備投資を手控えている。それが鋼材の需要減に。これからも
ボデーブローに効いてくるだろう。当社は技術力があるおかげで、大きなイベ

ントのモニュメントなど受注しているが、それでも売上は前年度を若千下回つ

た。来年あたり大きな衝撃が来るんではないか」と。

もともと2015年頃、社長塾では、「鋼材の需要は18年がピーク、19年頃から

徐々に下降線、オリンピックの20年がどんと落ちる」と予想していた。正にそ
の通りになつてきた。(市場は縮む。しかし、自社のシェアを伸ばすには…・)

「鶏 口となるも牛後となるなかれ」。

大きな市場の業界で地位はビリ。牛のお尻。大きな不況の雨が降れば、

根つこから流される。それよりも小さな市場ながら1位に。大きな市場であれ
ば細分化して部分的に1位に。そうなることによつて生き残る。廃業したり、亡

くなった企業の顧客も自社に流れてくる。生存者利益。生存するためには強

みを磨いていくしかない。ゆめゆめ牛のお尻にはならない。

知識ではなく智慧が不可欠

知識は、なくては困ります。

しかし、ありすぎても困るのです。

知識は増えれば増えるほど、人生は重くなります。

そして、その知識はいつか消えてしまいます。

欠かせないものは、知識ではなく、智慧なのです。

智慧とは、その瞬間その瞬間に、正確に何をなすべきか、

ひらめくことです。

rブッダの教え一日―話」(PHP研究所/アルボムッレ・スマナサーラ)より
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